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（敬省略）

　

昨
年　

月
の
改
選
で
9
名
の
委

１２

員
が
入
れ
替
わ
り
、
気
持
ち
も
新

た
に
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

現
在
、　

名
の
民
生
児
童
委
員

５２

が
各
地
域
で
活
動
し
て
い
ま
す
。　

　

福
祉
関
係
を
扱
う
こ
と
が
多
い

の
で
地
域
に
目
を
向
け
た
活
動
を

行
う
た
め
に
、
行
事
な
ど
に
も
参

加
し
て
皆
さ
ん
に
顔
を
知
っ
て
も

ら
い
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
り
信

頼
さ
れ
て
相
談
し
て
い
た
だ
け
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
、
高
齢
者
福
祉
や
児
童
福
祉

な
ど
４
つ
の
部
会
、
東
西
南
北
に

分
け
た
地
区
会
、
女
性
委
員
会
な

ど
３
つ
の
委
員
会
を
組
織
し
て
、

き
め
細
か
な
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。　

　

昨
年
は
、
各
地
域
の
学
校
前
で

委
員
が
挨
拶
運
動
を
行
い
、
子
供

た
ち
と
元
気
な
挨
拶
を
交
わ
し
た

り
、
以
前
に
道
外
研
修
を
し
た
大

阪
府
の
忠
岡
町
民
生
児
童
委
員
会

の
皆
さ
ん
が
来
町
し
、
情
報
交
換

な
ど
研
修
を
重
ね
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
医
療
大
学
の
先
生
に
講
演
し

て
い
た
だ
い
た
り
と
、
委
員
の
資

質
向
上
に
も
努
め
て
い
ま
す
。

　

子
供
が
健
や
か
に
、
お
年
寄
り

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
こ
と
を
願

い
、
私
た
ち
の
活
動
を
進
め
て
い

き
ま
す
の
で
、
困
っ
た
こ
と
が
あ

れ
ば
、
地
域
の
民
生
児
童
委
員
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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昨
年　

月
に
「
行
財
政
シ
ス
テ
ム
再

１２

構
築
プ
ラ
ン
（
素
案
）」
を
町
民
の
皆

さ
ん
に
お
配
り
し
、
内
容
に
つ
い
て
の

意
見
を
募
集
（
１
月　

日
ま
で
）
し
た

１４

と
こ
ろ
、　

個
人
・
団
体
か
ら
、　

件

16

66

の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。　

　

今
月
は
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
意
見

の
主
な
も
の
を
掲
載
し
、
町
の
考
え
方

は
、
今
後
の
町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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以
前
か
ら
見
る
と
農
家
戸
数
が
大
幅
に

減
少
し
て
い
る
。
農
業
委
員
の
定
数
を
半

分
程
度
に
減
ら
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い

か
。

　

各
種
の
経
費
を
削
減
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
議
員
定
数
や
報
酬
を
削
減
す
る
の
が

先
決
で
は
な
い
か
。
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施
設
使
用
を
何
で
も
減
免
と
い
う
の

は
、
再
考
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
町
は

ハ
ー
ド
を
提
供
し
、
使
用
者
が
使
用
料
を

負
担
す
る
の
が
本
来
の
姿
と
思
う
。

　

素
案
全
般
に
、
抽
象
的
な
内
容
が
多
く

感
じ
、
は
っ
き
り
と
し
た
目
標
が
見
え
て

こ
な
い
。
今
後
、
具
体
的
な
数
値
目
標
が

盛
り
込
ま
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。
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地
方
交
付
税
が
減
少
す
る
の
で
あ
れ

ば
、
札
幌
市
・
江
別
市
・
石
狩
市
な
ど
の

近
隣
の
都
市
と
合
併
し
た
方
が
メ
リ
ッ
ト

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

　

地
域
経
済
に
寄
与
す
る
た
め
に
、
町
が

委
託
発
注
す
る
業
務
を
地
元
企
業
が
受
注

で
き
る
よ
う
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

今
後
の
行
政
は
、
地
元
企
業
の
育
成
を

視
野
に
入
れ
な
が
ら
業
務
を
行
う
べ
き
。
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建
替
え
に
当
た
っ
て
は
、
厳
し
い
財
政

状
況
の
中
、
民
間
で
建
設
し
、
町
が
賃
借

す
る
方
式
と
し
て
は
ど
う
か
。
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行
政
サ
ー
ビ
ス
の
見
直
し
と
し
て
、
老

人
医
療
費
給
付
事
業
の
廃
止
、
訪
問
看
護

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
利
用
者
交
通
費
助
成
の
廃

止
等
が
あ
る
が
、
基
本
的
に
同
意
し
か
ね

る
。
関
係
者
の
意
見
も
よ
く
聞
い
て
検
討

す
べ
き
と
考
え
る
。
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企
画
部
行
財
政
改
革
担
当

（�
2
3
―
2
3
9
3
）

　尾崎紅葉の小説「今色夜叉」の一節で貫一
が好きだったお宮に「今日は１月１７日、来年の
今月今夜、十年後の今夜この月がもし曇って
いたら、僕の涙で曇ったと思ってくれ」と云う
名文句はその後、映画や芝居で一世を風靡し
た名作である。
　然し平成の時代になってこんなことを知る
人は少なくなったが、今日「１月１７日」は阪神
淡路の震災から１０年目だがほとんどの国民が
覚えているようだ。
　忘れられない大災害の起きた日だった。
　特に最近は台風や地震による大災害が続い
てよけいに記憶がよみがえっている。
　昨年当別も台風１８号で農業被害は大きかっ
たが人命にかかわるような被害はなかった。
当別にも何千年に一度の確率の活断層はある
と云われているが、この町で心配なのは何と
云っても水害である。
　今年の夏６月に石狩川水防演習を当別川の
河川敷で行うことになった。
　毎年開発局が主催で5,000人程度の人が集
る大演習であるが、予測を越える災害が起き
る時代なので、当別町で実施が決まった機会
に、町民参加で災害時の地域連携を訓練して
もらいたいと思う。
　有難いことに３０haもの演習跡地を当別町で
活用させていただける予定なので、今後多目
的のすばらしい広場にしたいと思う。
　明治時代の「失恋と復讐の小説」の中の１月
１７日は人々の記憶からどんどん消えて行く。
かわりに平成の１月１７日が人々に与えた衝撃
の地獄のような「悲劇と博愛の現実」は簡単
に消えそうもない。１０年前の今日「命拾いを
した」と電話で震えていた叔母が今朝「近所
の人に支えられてまだ生きているよ」と云っ
ていた。本当に頼れるのは隣近所だと云って
いるように感じた。
　水防演習と跡地の広場で人と人の信頼が強
まれば災が福になるだろう。


